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 令和５年３月２２日 

松山河川国道事務所 

 

石手川ダムで３５万㎥を確保 
～石手川ダムの弾力的管理（試行）開始～ 

 

 本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト［№１ 南海トラフ地震を始めとす

る大規模自然災害等への「支国」防災力向上プロジェクト］に該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

◎：主なお問い合わせ先 

■概要 

松山河川国道事務所 石手川ダム管理支所では、ダムの弾力的管理（試

行）を、令和５年４月１日から実施します。 

ダム下流の河川環境の整備と保全、異常渇水時の流水の正常な機能を維

持するための流量補給等を目的として、平常時の最高貯水位201.20ｍを

試行的に１ｍ高くして202.20ｍで管理を行います。（活用容量３５万㎥ ） 

つきましては、下記の日時、場所で報道関係者向けの説明会を開催いた

しますので、ふるってご参加下さい。 

■開催日時 

令和５年３月２４日（金）１０：００～１１：００ 

■開催場所 

松山河川国道事務所 石手川ダム管理支所（操作室）  

問い合わせ先 

国土交通省松山河川国道事務所 

副所長（河川）     藤田 博史  TEL 089-972-0034（代） 
河川管理課長      外山 定夫  TEL 089-972-0034（代） 

◎石手川ダム管理支所長  中村 成孝  TEL 089-977-0021（代） 
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※この地図は国⼟地理院図（電⼦国⼟Web）に加筆したものである。

⽯⼿川ダムの弾⼒的管理 現場説明会 会場位置図
 ※3⽉24⽇（⾦） 10:00〜（受付9:30〜）

至 今治

石手川ダム管理支所

至 松山

（拡大図）
至 今治

至 松山
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弾力的管理の目的

・ダム下流の河川環境の整備と保全、異常渇水時の流水の正常な機能を維持するための流
量の補給や水質事故の希釈用水の補給等を目的とする。
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弾力的管理の運用方法（石手川ダム）

・弾力的管理の活用水位の上限は202.2m（平常時最高貯水位+1m）として運用する。

弾力的管理の操作イメージ
貯水位

洪水量

洪水時最高水位

平常時最高貯水位（EL.201.2m）

事前放流下限水位

弾力的管理活用水位（EL.202.2m）

後期
放流定量放流

治水協定
に基づく
事前放流

弾力的管理活用水位

弾力的管理活用水位
EL.202.2m(+1.0m)

事前放流下限水位
EL.198.2m（-3.0m）

事前放流
容量
90万m3

活用容量
35万m3

流入量

放流量

放流量
（弾力的管理）
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